
滋賀女子短期大学

同窓会設立５０周年
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入学検定料優遇制度
本学卒業生又は在学生の１親等の親族又は兄弟姉妹の方が本学を専願で
受験される場合は、入学検定料の優遇措置（免除）があります。
詳しくは入試広報センターまでお問合せください。

同窓生二世支援金制度
同窓会では、本学同窓生のご子女が入学された場合、入学後に
30,000円を同窓生の皆さんに支援する制度を設けております。
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令和３年10月 同窓会総会

決算報告書

役員・運営委員 編集後記

　令和3年度の総会は、昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染予防のため、小規模・時間短縮で役員のみ
の開催となりました。本当に寂しい総会でした。

　議長は、会則第10条第2項により、会長の髙田伸子が担当した。
　議事の内容は、
１　令和２年度決算報告および会計監査報告について
２　令和２年度入会者および年次評議員・評議員の報告について
３　令和３年度年次評議員・評議員の選出と承認について
４　令和３年度事業計画（案）並びに予算（案）について

　以上、異議なく承認した。

　このパンフレット作成にあたり、コロナ禍の中、3密を避け、感染予防に努めながら、
運営会議を重ねて、ようやく完成した時の喜びはひとしおでした。50年間の変遷を感じ
て頂ければ幸いです。当初、総会、記念式典、祝賀会に一人でも多く出席して頂き皆さん
と50周年の喜びを分かち合いたいという思いも込めて作成しましたが、残念ながら新
型コロナウイルス感染拡大防止の為、中止となりました。コロナ収束後、例年の総会を
ホテルにて開催いたします。一日でも早く収束することを願い、会員皆さんのお顔を拝
見できること、スタッフ一同楽しみにしています。

令和4年6月1日

総会の様子

　会員の皆さま、コロナ禍の中、いかがお過ごしでいらっしゃいますか。
　滋賀女子短期大学・滋賀短期大学の同窓会が設立して50周年を迎えました。これも皆さまのご理解・ご
協力の賜物と心から感謝申し上げます。
　この記念すべき年に、会長という大役を預かり大変光栄に存じます。
　今年度の総会・式典・祝賀会を開催したいと願っておりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大防止
の為、中止と決定いたしました。コロナ収束後、例年の総会をホテルにて開催いたします。一日でも早く収
束し、会員の皆様にお会い出来る日を楽しみにしております。

　この写真をご覧ください。学生時代の私20歳、今の私66
歳、46年を経て、母子像はブロンズ像に改修し、背景は、附属
幼稚園など建物が並び賑やかになりました。写真も鮮明に
映っています。
　また、私が２回生の時、写真の中に写っている西武百貨店
がオープンしましたが、令和２年８月31日に44年の歴史に
幕を下ろし閉店しました。本当に時代の流れを感じます。
　同窓会の会員数は、第１期生72名から現在15,761名とな
りました。活動内容には大きな変化はありませんが、いずれ
は、同窓会事務局の看板を掲げたいと思っております。

　今後も、短期大学とタイアップしながら、皆さまの力もお借りし、ますますパワフルに発展させていき
たいと考えています。今後とも何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
　なお、半世紀の変遷を、このパンフレットにて感じて頂ければ幸いです。

　このたび滋賀短期大学同窓会が、滋賀女子短期
大学同窓会以来の設立50周年を迎えられること
に心からお祝いを申し上げます。50年という時間
は決して短いものではなく、昭和から平成を経て
令和の時代になり、社会も大きく変化しています。
しかし滋賀短期大学が、地域社会にしっかりと根
付いた高等教育機関として、そこから求められる
人材を多数輩出してきたことの背景には、同窓会
の皆さまのご尽力があったことと思います。
　本学は、創立当初の服飾学科、幼児教育学科の2
学科入学定員100名から、現在は生活学科・幼児教
育保育学科・ビジネスコミュニケーション学科・デ
ジタルライフビジネス学科（後述の新学科）の4学
科入学定員３００名まで大きく発展し、この50年
間に送り出した卒業生は1万５千名を越えます。
みなさんそれぞれの専門性をいかして地域社会で
活躍していただいていると思います。平成20年に

男女共学になりましたが、当初の女子短大からの
伝統もあり、社会でも家庭でもその基盤を支える
役割を果たされている女性が多いと思います。し
かしこれからは共学になってからの男性卒業生の
活躍も期待するところです。
　創立された時代から見れば、高等教育における
短期大学の位置付けが大きく変わってきているの
は確かです。しかし滋賀短期大学は、これまでの伝
統をふまえ、滋賀県の高等教育の一翼をしっかり
担っていかなければならないと思っています。そ
のためにもこれまで培ってきた蓄積をいかして改
革を進めなければなりませんが、令和４年４月か
ら新しい学科を立ち上げました。生活学科とビジ
ネスコミュニケーション学科の連係による学科
で、デジタルライフビジネス学科という名称にな
ります。50周年をきっかけに新たな活力をつけよ
うとしている滋賀短期大学にご期待ください。

㊗ 同窓会設立50周年とともに

同窓会設立50周年を迎えて
理事長・学長挨拶

同窓会会長　髙田 伸子

学校法人純美禮学園 理事長・学長 　秋山 元秀
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1 S47.3.15 72 72
2 S48.3.15 102 174

S48.10.15 1 175
3 S49.3.15 128 303
4 S50.3.15 192 495

S50.10.15 1 496
5 S51.3.15 174 670
6 S52.3.15 311 981
7 S53.3.15 303 1,284
8 S54.3.15 341 1,625

S54.10.15 2 1,627
9 S55.3.15 343 1,970

10 S56.3.15 310 2,280
11 S57.3.15 335 2,615
12 S58.3.15 324 2,939

S58.10.15 1 2,940
13 S59.3.15 337 3,277
14 S60.3.15 318 3,595
15 S61.3.15 261 3,856
16 S62.3.15 253 4,109

S62.3.31 1 4,110
S62.9.30 2 4,112

17 S63.3.15 308 4,420
S63.3.31 1 4,421

18 H1.3.15 308 4,729
19 H2.3.15 368 5,097
20 H3.3.15 362 5,459
21 H4.3.13 371 5,830

H4.3.31 1 5,831
22 H5.3.15 409 6,240
23 H6.3.15 443 6,683

H6.9.30 1 6,684
24 H7.3.15 449 7,133

H7.9.30 1 7,134
25 H8.3.15 444 7,578

H8.9.30 2 7,580
26 H9.3.14 437 8,017

H9.9.30 2 8,019
27 H10.3.16 389 8,408

H10.9.30 7 8,415
28 H11.3.15 379 8,794

H11.9.30 1 8,795
29 H12.3.15 326 9,121

H12.3.31 2 9,123
H12.9.29 2 9,125

30 H13.3.15 300 9,425
H13.3.30 2 9,427
H13.9.28 1 9,428

31 H14.3.15 307 9,735
32 H15.3.15 324 10,059

H15.9.30 1 10,060
33 H16.3.15 316 10,376
34 H17.3.15 311 10,687

H17.9.30 2 10,689
35 H18.3.15 332 11,021

H18.9.30 1 11,022
36 H19.3.15 321 11,343

H19.9.30 1 11,344
37 H20.3.15 314 11,658

H20.9.30 1 11,659
38 H21.3.13 258 11,917

H21.3.31 2 11,919
H21.9.30 1 11,920

39 H22.3.15 321 12,241
H22.9.30 4 12,245

40 H23.3.15 353 12,598

H23.3.31 1 12,599
H23.9.30 2 12,601

41 H24.3.15 282 12,883
H24.9.28 2 12,885

42 H25.3.15 352 13,237
H25.3.29 1 13,238
H25.9.30 2 13,240

43 H26.3.15 278 13,518
H26.9.30 3 13,521

44 H27.3.13 316 13,837
H27.9.30 4 13,841

45 H28.3.15 256 14,097
46 H29.3.15 327 14,424

H29.9.29 3 14,427
47 H30.3.15 266 14,693
48 H31.3.15 280 14,973

R1.9.26 3 14,976
R1.9.30 1 14,977

49 R2.3.13 270 15,247
50 R3.3.15 245 15,492

R3.9.30 1 15,493
51 R4.3.15 268 15,761

50年の卒業生数
期 卒業年月日 卒業生数 累 計

期 卒業年月日 卒業生数 累 計 期 卒業年月日 卒業生数 累 計 期 卒業年月日 卒業生数 累 計


